
ジェネリック医薬品　使用割合（数量ベース）全国比較

【令和7年9月分・(新指標)・医科・DPC・調剤・歯科】

全国平均 89.8 ％ 茨城支部 89.5 ％ （全国 34 位）
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新指標：[後発医薬品の数量]／（[後発医薬品のある先発医薬品の数量]＋[後発医薬品の数量]）で算出している。医薬品の区分は、厚生労働省「各先発医薬品の後発医薬品の有無に関する情報」による。
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ジェネリック医薬品　茨城支部使用割合推移（数量ベース）

【令和6年8月～令和7年9月分・(新指標)】
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ジェネリック医薬品　茨城支部年齢階級別使用割合（数量ベース）

【令和7年9月分・(新指標)】
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0～24歳までの使用割

合が、ほかの年代と比

べても、全国平均と大

きく開きがあります。



ジェネリック医薬品　茨城支部年齢階級別使用割合（数量ベース）

【令和7年9月分・(新指標)】
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